ONKYO 


9 チヤンネルアンプ 

PA-MC 5500 

取扱説明書 


お買い上げいただをまして、あ0びとラございまず。 

ご使用前にこの「取扱説明書」をよくお読みいただを、 
正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見られる巧に保証書、 
オンキヨーごホ目談窓口 -修理窓口のご案内ととちに大切 
に保管してください。 


はじめに 


操作の概要 


接続について 


その他 







巧長 


■全チヤンネル200 W 60 
(20 H Z 〜20,000 Hz ) 

全高調波歪率〇.〇已％攻下 

■ THXTM Ultra ^ TM * 1 規格に準拠 

■再生周波数の広帯域化を図る WRAT (Wide 

レンジ アンプ U ファイアー テクノ□ジー 

Range Amplifier Technology ) 搭載 

■ 3段インバーテッドダーリントン回路を採用 

■ 卜□イダルタイプのトランスを採用した強力な 
電源回路 

■ 全てのチヤンネルに音質コンデンサを採用 

■低インピーダンス設計の為に、銅バスプレート 
を採用 

■金メッキスピーカー端テ/ XLR 入力端子および 
真諭削り出し金メッキ RCA 入力端モ採用 

■大電流に対応した大型トランジスタを採用 

■銅お厚70 ju の基板を採用し、大電流に対応、 

ほインピーダンス化を実現 


■ 入力信号が無<、無操作の状態で一定時間経つ 
と、本機が自動のにスタンバイ状態に移行ず 
る、自動電源オフ機能搭載 

■ AV コント□-ラーとの組み合わせにより、別 
室で異なるソースを楽しめるゾーン2/ゾーン3 
機能搭載つ 

■ AV コント□-ラーとの組み合わせにより、精 
度の高い高音域、ほ音域を実現ずるバイアンプ 
接続げ可能‘ 2 

■ 12 V トリガー入力端テ 

■アルミ製フ□ントパネル 

■着脱式電源コード 


IHX 

THX および THX □コ'は、 THX 社の商標または登録商 
標でず。 

*2 お使いの AV コント□—ラーに巧をします。 
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接続をずる . 

スピーカーを 接続する.……. 
XLR 型出力端子と接続する 
RCA 型出力端テと接続する 
バイアンプ接続をする ........ 

マルチルーム接続をする.... 


呈旨場化ガイド 
前面パネルと後面パネ J レ 

前面パネル . 

後面ノ（ネル . 


その他 


困つたとをは . 19 

仕様 . 19 

修理について . 裏表紙 


本機に！;(下の付属品び含まれているかどラかを確認して 
ください。 （） 内の数字は個数を表します。 



モノラル S ニプラグ付ケーブル （1.8 m ) … （1) 

( 1 2V トリガー端子の接続に使用します。） 


乂ピ —力一」一。用フヘル… (1) 

取扱説明書（本書）… （1) _ 

保証書… （1) _ 

オンキヨーご相談窓口 •修理窓口のご案内… （1) 
ユーザー登録力ード… （1) 



操作の概要 


はじめに 


接続について 


音のエチケット 

楽しい映画や音楽ち、時間と場所によっては気になるわのです。 

隣り近所への配慮を十分にしましょラ。特に静かな夜間には窓を閉めたり、ヘッドホンをご 
使用になるのち一つの方法です。 

お互いにむを配り、快い生活環境を守りましょラ。 



目;夕 


付属品 


2 2 4 5 6 


7 


8 0^9 〇 


2347 


意意 
まま 
ごご 
’ - のの 
-品上上 
長畫全ち 
巧付を使 
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安全上のご注意 

を全にお使いいただくため、ご使用の前に必ずお読みください。 


電気製品は、誤った使いかたをずると大変危険でず。 

あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、「安全上のごミ主意」を必ずお守0 <ださい。 


r 警告」と「注意」の見かた 

間違った使いかたをしたとさに生じることび想定され 
る危険度や損害の程度によって、「警告」と「ミち意」に 
区分して説明しています。 



誤った使いかたをすると、 
火災•感電などによ0死 t、 
または重傷を負ラ可能性び 
想定される内容です。 



誤った使いかたをすると、 


損害を与える可能性び想定 
される内容です。 


絵表示の見かた 

A 記号は「ごま意ください」 
といラ内容を表しています。 

A A 

高温ミち意感電を意 

® 記号は「〜してはいけない」 
とい5禁止の内容を表してい 
ます。 

分解禁止めれ手禁止 


♦記号は「必ずして<ださい」 
といラ強制内容を表していま 
す。 


® 〇 

電源プフク必ずする 
をつンセン 
卜から扳< 



故障したまま使用しない、異常が起を 
た！5すぐに電源プラグを巧く 


© •煙び出ている、変なにおいや音びする 
•本機を落としてしまった 
•本機内部に水や金属び入ってしまった 
このよ5な異常状態のまま使用すると、火 
電源プラグが' 感電の原因とな D ます。すぐに電源プ 
を？ンち^ラグをコンセントから抜いて販売店に修 
卜かぐ巧.点検を依頼してくださし、。 


力八一ははずさない、分解、改造しない 


■ 7 j < 蒸気や水のかかる巧に置かない、本機の上に 
液体の入った容器を置かない 



本機に水滴や巧体び入った場合、火が' 感 
電の原因とな0ます。 

• 風呂場など湿度の高い場所では使用しな 
い 


蜜霞 S を 



• 調理台や加湿器のそばには置かない 
•雨や雪などびかかるところで使用しない 
•本機の上に花びん、コップ、化粧品、ろ 
ラそくなどを置かない 


水濡れ禁止 


分解禁止 


火災-感電の原因となります。 

内部の点検-整備-修理は販売店に依頼し 
て < ださい。 


接続、設置に関するごま意 
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■通風孔をふさびない、放熱を細ずない 


Q 本磯には内部の温度上昇を防ぐため、ケー 
スの上部や底部などに通風孔びあけてあり 
ます。通風孔をふさぐと内部に熱びこわり、 
火災ややけどの原因となることびあります。 
禁止 •押し入れや本箱など通気性の悪い狭い所 

に設置して使用しない 
(本機の天面、横から2日 cml；LL、 背面か 
ら]日 cm 政上のスペースをあける） 

• 逆さまや横倒しにして使用しない 
• 布やテーブルク□スをかけない 
• じゅラたんやふとんの上に置いて使用し 
ない 


電源コード-電源プラグに関ずるごを意 


■電源コードを傷つけない 


0 

禁止 


•電源コードの上に重い物をのせたり、電 
源コードび本機の下敷にならないよラに 
する 

•傷つけたり、加工した0しない 
•無理にねじった0、引っ張ったりしない 
•熱器具などに近づけない、加熱しない 
電源コードび傷んだら（芯線の露出•断線 
など）販売店に交換をご依頼ください。 
そのまま使用すると火災-感電の原因とな 
0ます。 


■電源プラグは定期的に掃除ずる 


〇 電源プラグにほこ0などびたまっている 
と、火災の原因となります。電源プラグを 
抜いて、乾いた巧でほこ0を取り除いて< 
ださし、。 

必ずする 
























使用上のご注意 


■本機内部に金属、燃えやずいちのなど異物を入 


れない 


0 

禁止 


乂災-感電の原因となります。特にルさな 
お子様のいるご家庭ではごま意くださし、。 

• 本機の通風孔から異物を入れない 
•本機の上に通風孔に入りそラなルさな金 
属物を置かない 


■ 長時間音びひずんだ状態で使わない 


0 アンプ、スピーカーなどび発熱し、火災の 
原因となることびあります。 

禁止 


■雷び鳴りだした S 本機、接続機器、接続コー 


ド、電源プラグに触れない 


0 

接触禁止 


感電の原因とな0ます。 


■ 長時間大きな音で使用しない 

0 本機をご使用になる時は、音量を上げすざ 
ないよラにご注意ください。ちを刺激する 
よラな大音量で長期間続けて使用すると、 
聴力び大きく損なわれる恐れびあります。 

禁止 



接続、設置に関ずるごま意 


電源コード-電源プラグに関ずるご注意 


■不を定な場所や振動ずる場所には設置しない 

Q 強度の足りないぐ5ついた台や振動する場 
所に置かないでください。 

本機び落下したり倒れたりして、けがの原 
因となることびあ0ます。 

禁止 


■本機の上に1 Ok 旨攻上の重いものやが枠か5は 
み出るような大きなちのを置かない 


Q バランスびくずれて倒れたり落下して、け 
びの原因となることびあります。また、本 
機に乗ったりぶ5下がったりしないで<だ 
さい。 

禁止 


■配線コードに気をつける 

A 配線された位置によっては、つまずいたり 
引つかかったりして、落下や転倒など事故 
の原因となることびあります。 

ミ主意 


■表示された電源電圧（交ミ荒100ボルト）で使 
用ずる 

本機を使用でをるのは日本国内のみです。 
表示された電源電圧政外で使用すると、乂 
が-感電の原因となりまず。 

必ずする 



■電源コードを束ねた状態で使用しない 


0 

禁止 


発熱し、火災の原因となることびありま 
す。 


■電源プラグを巧くとさは、電源コードを引っ張 


S ない 

Q コードび傷つき、火災や感電の原因となる 
ことびあります。 

プラグを持って抜いてください。 

禁止 


■長期間使用しないときは電源プラグをコンセン 


卜か6巧< 


電源プラグ 
をつンセン 
卜か日巧く 


絶縁莫化やろラ電などにより、火災の原因 
となることびあります。 


己 











■電源プラグは、コンセントに根元まで確実に差 
し&む 


Q 差し込みび不完全のまま使用すると、感 
電、発熱による火災の原因となります。 
プラグび簡単に抜けてしまうよラなコンセ 
ントは使用しないでくださし、。 

禁止 


■ めれた手で電源プラグを巧を差ししない 



感電の原因になることびあります。 


めれ手禁止 


■お手入れの際は電源プラグを巧く 

© お手入れの際は、安全のため電源プラグを 
コンセントから抜いてか5行ってくださ 
ぃ。 

電源プラグ 
をつンセン 
卜か6抜く 


使用上のごを意 


■通風孔の温度上昇にま意 


A 


本磯の通風孔付近は放熱のため高温になる 
ことびあ0ます。 

電源び入っているとさや、電源を切った後 
しば5くは通風孔付近にごま意ください。 


■音量を上げずぎない 


0 

禁止 


•突然大をな音び出てスピーカーやヘッド 
ホンを破損した0、聴力障害などの原因 
となることびあ0ます。 

•始めか5音量を上げ過ざると、突然大さ 
な音び出て耳を傷めることびあ0ます。 
音量はかしずつ上げてご使用<ださい。 


移動時のごま意 


■移動時は電源プラグや接続コードをはずず 


電源プラグ 

窟绽く 


コードび傷つさ火災や感電の原因になりま 
す。 


■ 本機の上にものを乗せたまま移動しない 

0 本機の上に他の機器を乗せたまま移動しな 
いで < ださい。 

落下や転倒してけびの原因となります。 

禁止 


■持ち運びは2人政上で巧ラ 


〇 本機は非常に重いので、持ち運びは2人 
上で行ってくださし、。 


必ずする 


■機器巧部の点検について 

お客様のご使用状況によって、定期的に機器内部の掃除をおすすめします。 

本機の内部にほこ0びたまったまま使用していると火災や故障の原因となることがあ0ます。 

特に湿気のをくなる梅雨期の前に行ラと、より効果的です。内部清掃については、販売店にご相談くださし、。 


■ 本機のお手入れについて 

•表面のミちれは、中性洗剤をラすめた液に布を漫し、固<絞って拭走取ったあと乾いた布で拭いてください。化学ぞ 
ラさんなどをお使いになる場合は、それに添付のを意書をなどに従ってください。 

• シンナー、アルコールやスプレー式殺虫剤を本機にかけないでください。塗装び落ちたり変形することがあります。 
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使用上のご注意 


本機をお使いになる前に、 r 安全上のごま意」 （4 〜6 
ぺージ）とあわせて、下記のミ主意事項ちよくお読み 
ください。 


通風について 


使用中、本機はかなり熱くなります。過度な温度上昇 
は、アンプの性能を損なうことびあります。 

過度な温度上昇を防止するには、空気の流れを良くし 
て、放熱をすることび大切です。 

一 

ごを意 

• 本機を空気びこわりびちな狭いラックや、巧し入れに 
は入れないで < ださし、。 

• 本機を暖房機などの熱源か5離して設置してくださ 
い。 

•本體の上下に化の機器等を重ねて置かないでくださ 
い。 

• 本體のカノ く一には撰気用の通風孔びあり、内部の温度 
上昇を防ぐように設計されています。これ日の通風孔 
は絶対にふさびないでください。 

棚に収納する場合は、棚の背面の上下に換気□を開け、 
通風をよくするか、フアンを使って空気を循環させてく 
ださい。目安としては、音声信号入力待ちの状態にある 
と走に本機の上部び熱すざて触れることびでをなけれ 
ば、換気を改善する必要びあります。 


設置する場所と空間 


本機を設置する場所の床や、特に棚やラックに収納する 
場合は、重さに耐えラるだけの強度びあることを確認し 
てか5設置してください。 

本機の背面には、電源コードをはじ他、その他の接続 
ケーブルのた奴の適切な空間び必要です。これ5のコー 
ドやケーブル類を無理に巧0曲げたり、力をかけたりせ 
ずにすべてのケーブルを収納するには、]日センチメー 
トル!^^上の空間び必要です。 

本機をテレビやラジオの近くに設置しないでください。 
テレビやラジオに雑音や映像の乱れび生じることびあ0 
ます。 


お手入れ 


フ□ントパネル、 U アパネル、カバーは、柔らかい布で 
か5ぶ走してください。ミちれびひどいとさは、中性洗剤 
をラす奴た液に柔5かい布を這し、固く絞ってミちれをふ 
を取ったあと、乾いた布で仕上げをしてください。固い 
巧や、シンナー、アルコールなどは使用しないでくださ 
い。傷びついたり、文字び消えたりすることびありま 
す。 

弓I火性または可燃性の洗剤も使用しないでください。 
また、リアパネルの入出力端子のお手入れに、接点復活 
剤は使巧しないでください。樹脂び冀化ずることびあり 
ます。 


その他 


次のことは絶対にしないでください。 

• 放送設備巧や楽器用のアンプとしては使用しないでく 
ださい。 

•本機の電源として、発電徽 DC/AC コンパ'—夕一、 
AC/AC コンバーターやトランスを使わないでくださ 
い。 

•入力端子または入カケーブルの先端を指で触れて、通 
電を確かめるよラなことは絶対にしないでください。 
感電の危険性だけでなく、スピーカーの故障の原因と 
なります。 

• 出力端子どラしや、出力端子とリアパネルをショート 
させないでください。 

•カバーをがさないでください。 

•ルさな子どもの手の届く所に設置しないでください。 


雷が鳴った！5 


電源プラグやカバー、また本機に接続している機器類に 
触れないでください。 


電源コードについて 


付属の電源コードがは使用しないでください。付属の 
電源コードは本機のために特別に設計されたをのですの 
で、他の機器には使用しないでください。 

壁コンセント攻がのコンセントには接続しないでくださ 
い。 


接続ずる スピーカー について 


スピーカーはインピーダンスび 4Q 政上のものを接続し 
てください。40未満のスピーカーを接続すると、アン 
プび故障することびあります。 
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早見操作ガイド 


ここでは、接続と操作の流れを説明します。 

実際に接続や操作をするときは、次ぺージ降の説明ち 
必ずお読みください。 

早見操作ガイドの内容は、ソース機器と AV コント□一 
ラー（プリアンプ）の接続など、システムの他の接続び 
完了している場合の手順です。 


1. AV コント□-ラーのボリユームを下げる 

電源を入れたとさ突然大さな音び出るのを防ぐた 
め、音量は絞っておいてください。 

己. スピーカーを 本機に接続ずる 

スピーカーコードを使って接続します。 

各コードの極 I '生 （+ ) / (-) は正しく接続してく 
ださい。接続を間違えると、定位感び損なわれた 
0、位相び逆になったりします。 

3. INPUT SELECT (入力切り換え）スイッチで、 
XLR コネクター（バランス入力端子）または RCA 
コネクターを選ぶ 

AV コント□—ラーと本機を接続するケーブルの夕 
イプに合わせて切り換えます。本機には各チャンネ 
ルごとに XLR コネクターと RCA コネクターび あり、 
ケーブルのタイプや AV コント□ーラーの機能に応 
じて切り換えることびできます。 

ごを意 

本機の電源を入れた状態で INPUT SELECT スイッチを 
切り換えないでください。 

4. AV コント□—ラーを本機に接続ずる 

手順3で選んだ入力方式にをわせて、 AV コント□一 
ラーの出力を本機の対応する入力端子に接続しま 
す。 

一 

ごを意 

わラー方の入力端子には何ち接続しないでください。 

日.付属の電源コードを本機と壁コンセントに接続ずる 

プラグはしっかり奥まで差し込んでください。 

6. POWER スイッチを f 甲ず 

このスイッチを巧すと、 STANDB 丫インジケーター 
びホく点灯します。 

1. ON / STAND 日 Y スイッチを f 甲ず 

このスイッチを押すと、 ON インジケーターび青く 
点灯します。 

12 V TRIGGER IN 端テにケーブルを接続している 
場合は、接続する機器の電源オン/オフに連動しま 
す。 STANDBY インジケーターびホく点好している 
時は、信号待機態でず。 

8. AV コント□—ラーのボリユームを徐々に上げる 

ごま意 

POWER スイッチを押したあと、音び出るまで約]日秒 
かかります。その間はボ U ユームを上げないでくださ 
い。 

如:きの操作については、 AV コント□ーラーおよび接続 
機器の取扱説明書をご覧ください。 
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前面パネルと後面パネル 


前面パネル 



① POWER スイッチ 

本機のま電源をオン/オフします。 OFF にすると、 

本機の電源は完全に切れまず。オンまたはスタンパ' 
イ状態にするには、 ON にしてくださし、 

(D ON / STANDBY ボタン 

本機をオン/スタンバイします。 

ごミ主意 
一 

本機の電源をオフにしたあと、再度電源をオンにすると 
さは、電源をオフにして数秒!;(上たってか5電源をオン 
にしてください。 


感 STAND 日 Y インジケーター 

このインジケーターびホく点好していると走は、 

1 2V 卜 U ガー端子か5の信号待機状態です。 

@ ON インジケーター 

このインジケーターび青く点灯しているとをは、本 
機の電源び入った状態で、演奏び巧能です。 

ごミ主意 

醫 一** 

•POWER スイッチび日 N のとき、どち5のインジケー 
夕一を点好していない場含は、 本機の電源コードび正 
しく接続されているか、あるいはヒューズび切れてい 
ないか、お確か奴ください。それでわ点なしない場合 
は、電源を切り、電源コードをがしてお買い上げ店ま 
たはオンキヨーコールセンターへご連絡ください。 

•STAND 日 Y インジケーターび赤く点滅している場含 
は、本機の保護回路び働いています。スピーカーコー 
ドびショートしたり本機の温度び上昇しすざると保護 
回路び働さますので、その場合は一度電源を切0、原 
因を取0除いてか5再び電源を入れてください。それ 
でち改善されない場合は、電源を切り、電源コードを 
がしてお買い上げ店またはオンキヨーコールセンター 
へご連絡ください。 
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前面パネルと後面パネル 


後面パネル 


本機は9チャンネルの独立したパワーアンプで構成されており、各アンプはそれぞれの入力信号に対して、同じ音質と 
同じ性能を実現します。ご使用の際には、各チャンネルに音声信号を入力し、スピーカーを接続してください。 

ごを意 
一-*-*-- 

•電源コードは、他のすべての接続び終わるまで接続しないでください。 

•接続する機器に付属の取扱説明書わ必ずお読みください。 

•電源を入れた状態 （POWER — ON ) で入力端子または出力端テに接続することは絶対におやめください。 
•電源を入れる前に、必ず AV コント□ーラー（プリアンプ）のボ U ュームを完全に絞ってください。 



① バランス入力端子 （ XLR コネクター） 

バランス出力端子を持つ AV コント□ーラーを接続 
します。 


出力端子にケープルを接続ずる 

ピンの位置を合わせてカチッと音びするまで端子を差し 
込みます。ケーブルを軽く引っ張り、完全に接続されて 
いるかどラか確認してください。 



GND 

巳 OLD 

HOT 


グランド端モコネクター：シャーシ接地 
ピン配列は上記のとお0です。 （ AES 規格準拠） 

接続時は、 AV コント□ーラーの取扱説明書をご覧にな 
り、出力端子のピン割り当てび本機に対応していること 
をご確認ください。オンキヨー製 AV コント□—ラー 
PR - SC 已已08は対応してし、ます。 


出力端子か5ケーブルをはずず 

コネクターのボタンを巧しなびら、矢印の方向にケープ 
ルを引っ張ります。 


PUSH 部分を巧しなび5、引っ張る 



ごを意 

•バランス接続にすると走は 、 INPUT SELECT スイツ 
チを上側（バランス入力端子側）に切0撰え、市販の 
XLR タイプのバランスケーブルを使って、 AV コント 
□ー ラーと本機を接続します。 

• RCA 入力端子 （ RCA タイプ）には、何も接続しない 
で < ださい。 
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前面パネルとを面パネル 


インプット セレクト 

CD INPUT SELECT スィッチ 

各チャンネルの音声入力端子を選びます。 

上側に倒すと、バランス入力び選択されます。 
下側に倒すと、 RCA 入力び選択されます。 

ごを意 

•電源を入れた状態では、入力を切り換えないでくださ 
い。 

• 選おしていない方の入力端子には、何ち接続していな 
し、ことをお確かめください。 

感 アンバランス入力端子 （ RCA タイプ） 

AV コント□-ラーの RCA 出力端子 （ RCA タイプ） 
を接続します。 


RCA タイプ 
( 0 )-*—~~ [mm- 


ご注意 

•この接続をするとをは 、 INPUT SELECT スイッチを 
下側 （ RCA 入力端子側）に切り換え、市販のオーディ 
才用ピンコードを使って、 AV コント□ーラーと本機 
を接続します。 

•バランス入力端テには、何む接続しないで<ださし、。 

@ OUTPUT 端子（スピーカー出力） 

左ちフ□ントスピーカー、センタースピーカー、左 
ちサラウンドスピーカー、左ちサラウンドバックス 
ピーカー、左ちフ□ント八イ/フ□ントワイドス 
ピーカーを接続する端子です。 

FR 日 NT スピーカー端子と SURR BACK スピーカー 
端子には、それぞれフ□ントスピーカーとサラウン 
ドバックスピーカーを接続でをます。また、バイア 
ンプ接続に対応したスピーカーを接続し、低音域と 
高音域の音質を向上させることわでさまず。「バイ 
アンプ接続をする」をご覧ください16)。 

感 SPEAKER IMPEDANCE スイッチ 

スピーカーのインピーダンスを選びます。 

40 :スピーカーのインピーダンスび 40 ULL 、 目0 
未満の場合に選びます。 

目0 :スピーカーの イン ピー ダンスび 日〜 1目 n の 場 
合に選びます。 

CD AUTO POWER DOWN スイッチ 

自動電源オフ機能びオンのとを、入力信号びない状 
態で本機を3時間操作しないでいると、自動的 
にスタンバイ状態に移行します。この場合、本機に 
信号を入力してを、電源は自動的に入0ません。再 

び本体の電源を入れるには、日 N / STANDB 丫ボタ 
ンを押して < ださし、。 

本機後面パネルの AUTO POWER DOWN スイッチ 
で、機能のオン/オフを設定することびできます。 
初期設定：オフ 


ごを意 
一 

• ]2 V 卜 U ガー接続で本機をご使用のとをは、自動電源 
オフ機能は働きません。 

•自動電源オフ機能によってスタンバイ状態に移行する 
] 日秒前か5、本機の ON インジケーターび点滅しま 
す。 

• ソースによっては、再生中にスタンバイ状態に移行す 
ることびあります。 


⑦ 1吕 V TRIGGER IN 端子 

他機の 12 V 卜 U ガー出力端子と接続し、本機をコン 
卜□ールします。接続した他機の電源オン/スタン 
バイに連動して本機の電源をオン/スタンバイしま 
す。 

付属の3.已 mm モノラルケーブルを使って、他機の 
12 V 卜 U ガー出力端子と接続します（市販のケープ 
ルちご利用いただけます)。 

3.已 mm モノラルケーブルの先端の極性は下記のと 
おりです。 

— + 

-己〜] 2 V 、 

-先端の極性：+ 

通 AC INLET ( AC 電源入力） コネクター 

付属の電源コードを本機の AC INLET コネクターに 
接続してから、壁コンセントに接続します。 


電源コード 
マ！咐属） 


ONKYO* 


Ihl) 

1 


to© 


壁コンセントへ 


•壁コンセント列■のコンセントには接続しないでくだ 
さい。 

• 付属の電源コードは、本機政がの機器には使用しない 
で < ださい。 

•電源コードは、壁コンセントに接続した状態で本機の 
AC INLET コネクターから损かないで<ださい。感電 
する恐れびあ0ます。電源コードは、接続時には最後 
に壁コンセントに接続し、巧くとさは最初に壁コンセ 
ントから抜いてください。 

•本機の電源コードし义の、すべての接続び完了してい 
ることを確認してください。 

• 本機の電源を入れると、瞬間的に大さな量流び流れて 
コンピューターなどの機器の動作に影響することびあ 
0ます。コンピューターなど、繊細な機器とは別系統 
のコンセントに接続するよラにしてください。 





















接続をする 


スピーカーを 接続ずる 


まずお手持ちのスピーカーを配置してください。なに本 
機との接続をします。スピーカーの取扱説明書をご質に 
なりなびら、正しい配置と接続をしてください。 
サラウンド再生には、スピーカーシステムの構成内容と 
配置を対応したわのにずる必要びあ0ます。 

また、接続するスピーカーの許容入力びルさいとさは、 
大音量は出せません。過大入力によ0、スピーカーび壊 
れることがあ0ます。 

ごま意 

•スピーカーの接続び完了後、 AV コント □ — つ —の電 
源を入れ出カチヤンネルを設定してください。 

スピーカーコー ド用ラベルを取り付ける 


スピーカー端子のプラス （+) 端子はすべて赤色です 
(マイナス（一）端テはすべて黒色です)。 


スピーカー 

色 

左フ□ント 

白 

ちフ□ント 

ホ 

センター 

緑 

左サラウンド 

青 

ちサラウンド 

グレー 

左サラウンドバック 

茶 

ちサラウンドバック 

ベージュ 

左フ□ント八イ、左フ□ントワイド 

白 

もフ□ント八イ、ちフ□ントワイド 

ホ 


付属のスピーカーコード用ラベルを色分けされてし、ま 
す。上記の表を参照して、各スピーカーコードのプラス 
(+) 側に取り付けてください。ラベルと同じ色のス 
ピーカー端子にケーブルを接続するだけで、スピーカー 
接続を行ラことびでをます。 



! くナナプラグのご使用について 

スピーカー端子をしっかり締めてから、バナナプラグを 
挿入して < ださい。 

スピーカーコードの芯線を、スピーカー端子のバナナプ 
ラグ用の巧に直接挿入しないでください。 


スピーカー接続時のま意事項 

1；(下のま意事項をお読みいただいてか5、スピーカーを 
接続してください。 

•本機には、インピーダンスび4〜1目オームのスピー 
力一を接続してください。インピーダンスび4オーム似 
上6才ーム未満のスピーカーを1台でわ接続するときは、 

必ず 「SPEAKER IMPEDANCE スィッチ」を「40」 
(今1 1) に設定してください。ルさいインピーダンス 
のスピーカーをお使いの場合、アンプのボ U ユームを長 
時間に渡って大音量に設定して使用すると、内蔵されて 
いる保護回路び作動する場合びあります。 

• 接続は電源コードをコンセントか5抜いて行ってくだ 
さい。 

• スピーカーに添付の取扱説明書をご覧ください。 

•必ず、プラス （+) 端子はプラス （+) 端子と、マイ 
ナス （一) 端子はマイナス（一）端子と接続ずるよラ 
にしてください。間違って接続ずると、逆位相になり 
再生音び不自然になります。 

• スピーカーコードび、必要政上に長かったり細かった 
りすると、音質に影響を与えることびあります。その 
よラなコードは使用しないでください。 

•4 または已台のスピーカーで使用する場合、左ちサラ 

ウンドスピーカーを SURR スピーカー端子に接続して 

ください 。 SURR BACK スピーカー端子または 

FRONT H に H / WIDE スピーカー端子には接続しなし、 
で < ださし、。 

• プラスのコードとマイナスのコードを シヨート させな 
いでください。故障の原因にな0ます。 

• コードの金属芯を本機の後面パネルと接触させないで 
ください。故障の原因になりまず。 



• スピーカー端子に3本上のコードを接続しないで< 
ださい。故障の原因になります。 

•] 台のスピーカーを複数の端テに接続しないでくださし、。 
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接続をする 


7スピーカーコードの被覆 
を先端か612〜1已 mm 
剥き、お線をしっかりよ 
じる E 

12〜1已 mm 

h ~ H 

——^4^ 1=1 

1 1 

2 スピーカー端子をゆるめる 



3 芯線を完全に挿入ずる 


4 スピーカー端子をしっかり締める 




各スピーカーは下図のように接続します。サラウンドバックスピーカーを1台しか使用しない場合は 、 SURR BACK L 
端子に接続してください。 

ごを意 

• フ□ント八イまたはフ□ントワイドスピーカーを使用する場をは、 AV コント□—ラーの電源を入れ使用するスピー 
力一 の設定を してく ださい。 

詳しくは、接続した機器の取扱説明書をご賣ください。 



ちフ□ント 
八イ/ワイド 
スピーカー 


ちサラウンド 
バック 
スピーカー 


左サラウンド 
バック 
スピーカー 


左フ□ント 
八イ/ワイド 
スピーカー 












































































































































接続をする 




"Ml 


¢=5 C=I 





IDiDJ 



>1 



本機ぴ b 


XLR 型出力端子と接続する 


下図は、別売のオンキヨー製 AV コント□-ラー PR - SC 已已日8と本機の接続例です。 
詳しくは、接続した機器の取扱説明書をご覧ください。 

ごを意 

•バランス入力端子をご使用になる場をは、 RCA 入力端子には接続しないでください。 
•バランスケーブルは、広び5ないよラにしてください。ノイズび入る原因になります。 


本機 


「:品-占■下端了哨 




、◎‘ 

自© 


つ 


V ®, 

自© 


© 

1 S © 


UTNIT OUTPUT OUTPUT OUTPUT OUTPUT 


0€ 


0€ 


◎控 


0€ 


巧控 


-FRO— 1< 产 14 っ 


0€ 


XLR タイプバランスケープ J レ 




思指令® 


AV コント□— ラー 
から 



AV コント □ーラー 


I I を 

感感感 
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接続をする 




◎ ◎◎函画画® 



RCA 型出力端子と接続する 


下國ま、別売のオンキヨー製 AV コント□-ラー PR - SC 日已日8と本機の接続例です。 

詳しくは、接続した機器の取扱説明書をご覧ください。 

ごを意 

• RCA 入力端子をご使用になる場合は、バランス入力端子には接続しないでください。 

•ピンコードは広び5ないよラにしてください。ノイズび入る原因にな0ます。 

•プラグをしっか0と奥まで差し込んでください（差し込みび不完全な場合、ノイズまたは故障の原因になりまず)。 
•音声ケーブル、ビデオケーブルを電源コード、スピーカーケーブルに近づけないでください。八ムや雑音の原因にな 
0ます。 


奥まで差し込んで < ださし、。 




1©.©"场© 

i 致.©"*©致 
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接続をする 


バイアンプ接続をする 


FRONT スピーカー端テと s[jRR BA ^ K スピーカー端テには、それぞれフ□ントスピーカーとサラウンドバックスピー 
力一を接続でさます。 また、バイアンプ接続に対応したスピーカーを接続し、ほ音域と高音域の音質を向上させること 
ちでさます。 

一 

ごま意 

•お使いの AV コント□ーラーびバイアンプ接続に対応しているか確認してください。 

•バイアンプ接続をする場合は、メインルームは最大 7.2 チャンネル再生になります。 

•バイアンプ接続をする場合は、サラウンドバックスピーカーは使用できません。 

•バイアンプ接続の場合は、 FR 日 NT スピーカー出力端子にフ□ントスピーカーのウーファー（低音）端子を接続し、 
SURR BACK スピーカー出力端モにフ□ントスピーカーのツイーター(高音）端子を接続します。 

•バイアンプ接続び完了したら、 AV コント□ーラーの電源を入れ、バイアンプの設定をしてください。詳細について 
は、接続した機器の取扱説明書をご覧<ださい。 

• RCA 接続によるバイアンプ接続もでさます。 

重要 

•バイアンプ接続ずる場合、スピーカーのツイーター（高音）端子とスピーカーのウーファー（お音）端子をつなぐ、 
ショート金具を必ず取り外してください。 

•バイアンプ接続に対応するスピーカーのみ使用可能です。詳しくはスピーカーの取扱説明書をご覧<ださし、。 


AV コント □ーラー 
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接続をする 


マルチルーム接続をする 


本機では3つのスピーカーシステムを使用でさまず ーメインルームでサラウンド再生、別室（ゾーン 2) でステレオ再 
生、別室（ゾーン 3) でステレオ再生。この例は、 AV コント□-ラー PR - SC 巳日日8と本機を使用した図で説明してい 
ます。詳しくは、接続した機器の取扱説明書をご覧ください。 

ごま意 

• お使いの AV コント□ーラーびマルチゾーンの機能びあるか確認してください。 

•マルチゾーン接続び完了したら、 AV コント□ーラーの電源を入れ、マルチゾーンの設定をしてくださし、。 

•お使いの AV コント□—ラーびマルチルームのバランス出力の機能びある場合、本機にバランス入力することわでを 
まず。 

■接続1 

メインルーム： 已チャンネルまでのサラウンド再生び巧能です。 

ゾーン2 : 2チャンネルステレオ再生び巧能です。ゾーン2ではビデオ再生わ巧能です。 

ゾーン3 : 2チャンネルステレオ再生び巧能です。 









































































































































































































接続をする 


■接続2 

メインルーム： 7チヤンネルまでのサラウンド再生び可能です。 

ゾーン2 : 2チャンネルステレオ再生び可能です。ゾーン2ではビデオ再生ち巧能です。 



スピーカー スピーカー 
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バランス入力 
アンバランス入力 

■スピーカー出力 


左ちフ□ント、センター、左ちサラウンド、 

左ちサラウンドバック、 

左ちフ□ント八イ/フ□ントワイド 

■コント□ール端子 

]2 V 卜 U ガー入力 ] 

仕様およびが観は予告なく変更することびあ0ます。 


アンプ（音声）部 


定格出力 

全てのチヤンネル 


実用:^大出力 


ダイナ S ックパワー 


総合ひずみ率 
ダンピングファクター 


200 W (60、全高調波歪率 
日.08〇/〇^|下、 ] ch 駆動時、 

20 Hz 〜 20 kHz 、 JEITA ) 

全チヤンネル 

280 W (60、 1 kHz 、] ch 駆動 
時、 JEITA ) 

400 W (30. フ□ント） 

300 W (40. フ□ント） 

180 W (80. フ□ント） 
0.05% (Power Rated ) 


60 (前面、 IkHz 、8 Q ) 

入力感度/インピーダンス 

IV . 470 (アンバランス） 

2 V 、 220 (バランス） 

周波数特性 已 Hz 〜100 kHzAMd 巳、 3 dB 

SN 比 ]1〇祀（アンバランス、 IHF - A ) 

スピーカー対応インピーダンス 


40-160 


総合 


使用電源 
消費電力 
が形寸法 
質量 

■音声入力 


AC 100 V 、 已 0/60 HZ 
800 W 

43已 X ] 白8.已 X 4 已8.已 mm 
23 k 旨 


まず次のよつなチェックをしてください。接続した他機 
に原因びある場合わありまず。他機の取扱説明書も参照 
しなびらあわせてご確認ください。 

これ5の処置をしたり他機の取扱説明書で点検してを正 
常に動作しないときは、電源コードをコンセントから抜 
さ、お買い上げ店、またはオンキヨーコールセンターま 
でご連絡ください。 

電源が入5ない 

•電源コードび本機の AC INLET コネクターに正しく接 
続されていなし、。 

一電源コードを AC INLET コネクターに正しく接続し 
て < ださい。 

• POWER スイッチの位置び誤っている。 

一 P 日 WER スイッチの位置を日 N にしてくださし、。 
電源は入るび音びでない 
•接続び誤っている。 

ース ピーカーケープ j レの接続を確認してください。 
^プラグをピンジャックにしっかりと挿入してください。 

• AV コン ト □ーラーからの 信号び来ない。 

一 W ] ン ト□ーラーからの入力信号を確認してくだ 
さい。 

•入力切り換え （INPUT SELECT ) スイッチび誤った 
位置にある。 

一入力切り換え （INPUT SELECT ) スイッチを正し 
い位置に切り換えてください。 

STANDB 丫インジケーターがホく点滅している 
• 本機の保護回路び働いています。 

-►ずぐに本機の電源コードを壁コンセントから损し、て 
ください。 P 日 WER スイッチを日 FF にし、すべてのス 
ピーカーケーブルと入カソースをがしてください。] 
時間程度経過した後、再度電源コードを壁コンセント 
に接続し、 POWER スイッチを日 N にしてくださし、。 

本機び正常に起動した場合、電源コードを抜き、ス 
ピーカーケーブルと入カソースを再接続してくださ 
し、本機の電源び入5ない場合、電源コードを壁コン 
セントから损を、お買い上げ店、またはオンキヨー 
サービスセンターまでご連絡 < ださし、。 

PR - SC 己已08と接続してし、るとき、本機の 12 V トリ 

ガー機能が連動しない 

•] 2 V 卜 U ガー端テとの接続び誤っている。 

^ケーブルの接続び不完全だと連動しません。正しく 
接続して < ださし、。 

A ム、その他の雑音が入る 
• 入カケーブルの接続び誤っている。 

入カケーブルをピンジャックやコネクターにしっか 
り挿入してください。 

• 電源コードや電源トランスか5発する雑音び入カケー 
ブルに入って雑音びでる。 

^電源コードや電源トランスを入カケーブルと離して 
<ださい。 

• ピンコードと電源コードやスピーカーケーブルを一緒 
に束ねている。 

-^^^ムや雑音の原因となることびあ〇ますので、束ね 
ないよラにご注意ください。 

• 入力端テとの接続び不完全または不適切です。 

香チャンネルの入力端子には、バランス入力端テか RCA 
入力端テのどち5か使用するほラのみを接続し 、 INPUT 
SELECT スイッチをそち5へ切り換えてください。 


困つたとをは 仕様 


9 9 



修理にごいて 


■保証書 

この製品には保証書を別途添付していますので、お買い上 
げの隙にお受け取り < ださし、。 

所定事項の記入および記載内容をご確認いただを、大切に 
保管してください。 

保証期間は、お買い上げ曰よ01年間です。 

■調子が悪いとさは 

意外な操作 S スび故障と思われています。 

この取扱説明書をわラー度よくお読みいたださ、お調べく 
ださい。本機がの原因わ考え5れます。ご使用の他の 
オーディオ製品ちあわせてお調べください。それでちなお 
異常のあるとさは、電源プラグを技いて修理を依頼してく 
ださい。 

修理を依頼されるとさは、下の事項をお買い上げの販売 
店、または付属の「オンキヨーご相談窓口 -修理窓□のご 
案内」記載のおおくのオンキヨー修理窓□までお知5せく 
ださい。 

お名前 
お電話番号 
ご住所 

製品を I PA-MC5500 I 
できるだけ詳しい故障状況 


■オンキヨー修理窓□について 

詳細は付属の「オンキヨーご相談窓口 -修理惡口のご案 
内」をご覧ください。 

■保証期間中の修理は 

万一、故障や異常び生じたとさは、商品と保証書をご持参 
ご提示のラえ、お買い上げの販売店またはお近くのオンキ 
ヨー修理窓□へご相談くださし''。詳細は保証書をご覧くだ 
さい。 

■保証期間経過後の修理は 

お買い上げ店、またはお近くのオンキヨー修理窓□へご相 
談ください。修理によって機能び維持でをる場合はお客様 
のご要望によ0有料修理致します。 

■補修用性能部品の保有期間について 

本機の補修用性能部品は、製造打ち切り後8年間保有して 
います。性能部品とは、その製品の機能を維持するために 
必要な部品です。保有期間経過後でち、故障箇所によって 
は修理可能の場合びありますのでお買い上げ店、またはお 
近くのオンキヨー修理窓□へご相談ください。 


ご購入されたとさにご記入ください。 

修理を依頼されるとさなどに、お役に立ちます。 

ご購入年月日： 年月 曰 

ご晴入店名：_ 

Tel. ( ) _ 

メモ： 


ONKYO. 

-战巧ち打 

本社大阪府寝屋 j 11市日新町 2- 1〒己7吕 -8 已40 

製品のご使用ちまについてのお問い合わせ先：コールセンター 
Q 050-3161 -吕巳巳已（受付時間1己： 0白〜 18:00) 

C ±- 日•祝日•弊社の定める 休業日を除きます） Y 1009-1 

ヴービスとヴポートのご案内： http://www.jp.onkyo.corn/support/ 

SN 29400490 

( C ) Copyright 2010 0 NKY 0 CORPORATION Japan . All rights reserved . 

*29400490* 
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